
【取組内容③】デジタル連絡帳～1人1台端末の家庭への持ち帰りを活用～

矢板市立片岡小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

【実践の目的】
児童が毎日写していた連絡帳をgoogleクラスルームで作成・確認させることで、児童が連絡帳を写す時間や教師が確認
をする時間を、補助学習や個別の支援の時間に充てる。

【使用したアプリ】
Googleクラスルーム

【実践内容】
・Googleクラスルームに連絡帳の内容を入力する。
・児童は学校で記載内容を確認する。
・1人1台端末を家庭へ持ち帰った際、保護者に内容を確認してもらう。
・児童の下校後、追加の連絡や変更等があった際には、編集をしたりコメント機能を活用し
たりする。
・個別への連絡は、個別宛の投稿をする。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・児童が連絡帳を書く時間や、教師がチェックする時間を大幅に短縮することができた。
・連絡帳の写し間違えを防ぐことができた。

★ICT活用の仕方で工夫が必要であった点
・家庭へのお手紙等、内容によっては連絡帳も併用する必要がある。
・児童の発達段階等（低学年や支援学級等）によっては、視写の練習も必要である。


